
国保特定健診・特定保健指導の実施状況（第2期データヘルス計画より） Ｒ１年８月時点

Ｈ30実施内容 Ｒ１実施内容
（予定を含む） 指標 Ｈ２８ Ｈ２９ H３０
R５

目標値
指標 Ｈ２８ Ｈ２９ H３０

Ｈ30

目標値

R５

目標値

平成29年度未受診の年度末年

齢41歳に通知

平成30年度未受診の年度末年

齢41歳に通知

電話

勧奨数
1,559件 298件 286件

国民健康保険に切り替えする対

象者への受診勧奨を実施（文書

及び窓口）

勧奨数

健診未受診者

のうち、生活習慣

病治療中の者への

受診勧奨

関係機関と連携し、受療時に対象

者へ受診勧奨する。

かかりつけ医からの受診勧奨

（健診説明会で医療機関に周

知）

かかりつけ医からの受診勧奨

（医師会への協力依頼）

受診

勧奨数
不明

人間ドック費

用助成

40～74歳の鎌倉市国民健康保険

加入者で、人間ドックの結果を提

出した方に費用の助成を行う。

40～74歳の鎌倉市国民健康保

険加入者で、人間ドックの結果

を提出した方に費用の助成を行

う。

継続
助成

件数
292件 430件 454件

事業主健診等

の結果取得

商工会会員で健診を受けた方の同

意のもと、結果を提出してもら

う。

同意書を問診票に同封し事前配

布。健診日に健康づくりブース

を設置し呼びかけ。

方法の変更を検討

（費用対効果が感じられない）

結果

取得数
4件 1件 2件

アドバイス

シートの送付

継続受診への意識づけのため、健

診２か月後に、生活習慣改善のア

ドバイスを記載したシートを送付

健診２か月後に、アドバイ

スシートを送付

継続。

次年度以降に向けて、効果的な

文書の送付を検討。

送付数 10,633件 9,862件 9,709件

【ステップラリー】

特定健診またはスマホｄｅドック

受診等、健康づくりをしている方

に景品をプレゼントする。

特定健診またはスマホｄｅドッ

ク受診等、健康づくりをしてい

る方に景品をプレゼントする。

かまくらヘルシーポイントと連

動し、登録者で健診を受診した

者へのＷチャンス特典を付与

申し込み

件数
37件 78件 97件

【スポーツクラブお試しクーポン

の配布】

受診券にスポーツクラブお試し

クーポンについてのチラシを同封

し、特定健診受診後に受診者へ配

布。健診受診及び運動習慣の動機

づけにつなげる。

受診券にスポーツクラブお試し

クーポンについてのチラシを同

封し、特定健診受診後に受診者

へ配布。健診受診及び運動習慣

の動機づけにつなげる。

継続 配布数 10,633件9,862件 9,908件

対前年度

増

アウトカム指標

Ｈ30～

新規のため

特定健診

受診率
32.5% 33.1% 33.0%

資料６

実施内容

未受診者への

受診勧奨

一定の勧奨効果を期待できる、ま

た、過去の健診結果で健康状態の

把握が必要な対象者へ通知による

受診勧奨を実施する。

取組

アウトプット指標

33.1% 45.0%

概要事業名

特定健診イン

センティブ事

業

特定健診

受診率向上

対策



電話による利

用勧奨

積極的支援に該当するが保健指導

の利用がない方へ、電話による利

用勧奨

勧奨時期の見直しを実施。（健

診受診から１～２か月以内に電

話がけを実施）

効率的な運用のため、勧奨時期

の見直しを行う。（アドバイス

シートが手元に届く頃に電話が

けを実施）

電話

勧奨数
161件 178件 204件

積極的支援利

用率

電話勧奨に

よって、利用

した者の割合

の増加

レッドカード

積極的支援に該当した方へ、健診

実施医療機関からレッドカードの

配布

※レッドカード：積極的支援のプ

ログラムについて案内

積極的支援に該当した方へ、健

診実施医療機関からレッドカー

ドを配布。

レッドカード配布状況と利

用状況の分析を行う。
配布数 51枚 29件 44件

レッドカード

によって、利

用した者の割

合の増加

人間ドック費用

助成での受診者

への勧奨

人間ドック費用助成対象者に対す

る特定保健指導の実施体制の整

備。

医療機関へ協力依頼を実施 利用者数

【おなかすっきり相談室】

月に1回の保健師と栄養士による

面談形式で、実施する。面談で

は、利用者の生活習慣の改善状況

を確認し、継続できるよう支援す

る。

利用者数 9件 10件 21件

【運動支援プログラム】　市内等

のスポーツクラブと連携し、運動

習慣の定着を図る。

利用者数 35件 27件 24件

【ＩＣＴ機器活用個別型】（遠隔面

談対応）

機器を使用し、利用者の活動量を見

える化。その状況に応じた保健指導

のメッセージを届け、生活習慣の改

善を図る。また、来庁できない方で

も利用しやすいように、自宅で面談

が受けられる遠隔面談を導入した。

利用者数 8件 6件 6件

【電話勧奨】

受診状況の確認及び未受診者へ

電話で受診勧奨を行う。必要に応

じて、特定保健指導や栄養相談

（食事カルテ）等の案内をする。

健診結果及びレセプトデー

タから糖尿病の受療が確認

できない者に電話で受療勧

奨を行う。

継続

電話

勧奨数

受診勧奨

実施件数

架電

40件

勧奨実施

11件

架電

166件

勧奨実施

17件

架電

186件

勧奨実施

25件

架電

100件

勧奨実施

25件

受診勧奨

実施者に占

める医療受

診の有無

45.5% 35.3% 36.8%

継続

対前年度

増

左記の３種類のプログラム

を対象者に提供

糖尿病重症化

予防

個別に応じた

積極的支援プ

ログラムの提

供

特定保健

指導利用率

向上対策

生活習慣病

重症化予防

50.0%

45.0%

特定保健

指導

利用率

30.0%

積極的

支援

23.6％

動機付

け支援

25.1％

積極的

支援

24.5％

動機付

け支援

22.5%

積極的

支援

19.7％

動機付

け支援

25.2%



【文書による勧奨】

電話がつながらない方等に対す

る文書通知を実施する。健診の

HbA1c値の表記と、合併症のリ

スク受診の必要性について注意喚

起をする。

電話がつながらない者に文

書で勧奨。受療状況の確認

のためのアンケートを同

封。

(1)健診実施医療機関宛に、受

診勧奨値の対象者名簿を送付。

健診結果説明と受診勧奨の徹底

を依頼

(2)勧奨文を対象者に郵送

通知

発送数
29件 22件 35件

電話不通

の者全件

受診勧奨

実施者に占

める医療受

診の有無

9.5% 15.8% 15.2%

糖尿病性腎症

重症化予防

糖尿病性腎症の治療を受けて

いる方に対して、透析を予防

するための保健指導を実施す

る。

鎌倉市医師会と委託契約を

締結

(1)生化学検査機関へ対象者抽

出依頼。

(2)直接医療機関へ働きかける

ことを検討。

(3)重症化予防・腎症重症化予

防対象者に対する階層化したア

プローチを検討。

保健指導

実施数
2件 50件

①臨床検査

値・生活習慣

が維持・改善

した者の割合

②透析を防ぐ

ことができた

者

評価時

期これ

から

①80.0％

②１年

以内で

100.0％

Ｈ31.1～

新規のため

糖尿病重症化

予防

生活習慣病

重症化予防

15.0%

Ｈ31.1～

新規のため


